
化審法における
届出書作成⽀援ソフト（VER.03）

の操作⽅法について

平成３１年２⽉
経済産業省製造産業局化学物質安全室
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本⽇の説明の内容

１．初期設定
２．届出書データ登録の流れ
３．届出書データ詳細⼊⼒例
４．届出書の提出
５．その他
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１．初期設定
１．１ 動作環境
１．２ 作成⽀援システムの⼊⼿
１．３ 事業者登録
１．４ マスタ辞書の更新
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１．１ 動作環境

届出書作成⽀援ソフト（Ver.03）は、次の環境で動作します。
Ｏ Ｓ︓ Windows 7、 8、 8.1、 10

ＣＰＵ︓ Intel® Core(TM) i5-6200U 相当 @ 2.30GHz以上
メモリ︓ 1GB以上
ＨＤＤ︓ 5GB以上の空き領域があること
フレームワーク︓ .NET Framework 4.6

※上記環境が整っていても、各事業者の独⾃のセキュリティー設定等によっては使⽤でき
ない場合があります。その場合は、各事業者のシステム担当者にご確認をお願いします。
※今後、「届出書作成⽀援ソフト（Ver.03）」以外のソフト（Ver.02以前の届出書作成⽀
援ソフトを含む。）で作成したデータを提出されても受理できませんのでご注意ください。
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１．２ 作成⽀援システムの⼊⼿
経済産業省ＨＰよりダウンロードすることにより届出書作成⽀援システムを⼊⼿できます。5

【２０１９年からの⼀般化学物質等製造数量等届出について（特設ページ）】
http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/kasinhou/todoke/existing19info.html

【⼀般化学物質、優先評価化学物質及び監視化学物質の製造数量等の届出（常設ページ）】
http://www.meti.go.jp/policy/chemical management/kasinhou/general-chemical.html

※現在は旧ソフト（Ver.02）がアップされています。
準備でき次第、最新版（Ver.03）に差し替えます。

※準備でき次第、ＨＰにアップします。

ダウンロード後、
「Todokede.exe」を実⾏
することにより、作成⽀援
システムが起動します。

※ネットワーク環境の関係上、インターネットに接続できない等の理由により⼊⼿困難な場合は経済産業省までお問合せください。



１．３ 事業者登録（１／２）
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事業者情報が設定されていない状態で、⽀援ソフトを起
動すると、事業者情報を設定する必要がある旨が表⽰さ
れます。
メニュー[ツール(T)]の[事業者情報設定]をクリックしてく
ださい。
「事業者情報設定」画⾯が表⽰されます（次⾴参照）。



１．３ 事業者登録（２／２）
7

①従来の届出者等整理コード
（8桁）に代わり、法⼈番号
（13桁）を⼊⼒します。

②ネットワーク環境が整備されている場合、
[法⼈番号検索]ボタンを押すと、法⼈情報の⼀
部（会社名、住所）が⾃動的に⼊⼒されます。

※法⼈番号情報を管理している国税庁法⼈番号公表サ
イトにアクセスし、そこにある法⼈情報が⾃動的に取
得されます。

① ②

③全ての項⽬を⼊⼒後、[保存]ボタ
ンをクリックすることにより、事
業者情報が登録（保存）できます。
（終了後、[閉じる]ボタンを押しま
す。）

③



１．４ マスタ辞書の更新（１／２）
8

①メニュー[ヘルプ(H)]の[バージョン情報]
をクリックしてください。

ットワーク環境が整備されている場合、
更新]ボタンを押します。

※マスタ辞書を管理している独⽴⾏政法⼈製品評
価技術基盤機構（NITE）のサイトにアクセスし、
そこにある辞書ファイルデータの読み込み（辞書
の更新）を⾃動的に開始します。

①

②

③「辞書の更新が完了しました。」と表⽰さ
れたら[OK]ボタンをクリックします。 ③



１．４ マスタ辞書の更新（２／２）
9

※ネットワーク環境が整備されていない場合は、[⾃動更新]ボタンを押してもマスタ辞書は更新できません。
その場合のマスタ辞書の更新⽅法については、経済産業省までお問合せください。

①更新後、辞書のバージョンが
「Ver.09.00.00.00」と表⽰されてい
ればマスタ辞書の更新作業は完了です。
（終了後、[閉じる]ボタンを押します。）

①

②現在のマスタ辞書には、来年度届出分よ
り新たに追加・指定等される優先評価化学
物質及び届出不要物質等の情報が含まれて
いないため、2019年3⽉末を⽬途にNITEの
サイトにおいてこれらの物質情報が新たに
追加された最新辞書に切り替えられます。

従って実際の届出データを作成する場合は、
4⽉1⽇以降に再度[⾃動更新]ボタンを押し
てマスタ辞書を最新のものに更新し、その
バージョンが「Ver.09.00.00.01」で
あることを確認してから実施してください。

②



２．届出書データ登録の流れ10



２． 届出書データ登録の流れ（１／４）
初期画⾯の処理年度が正しいことを確認します。
（届出を提出しようとする年度と異なっている場合には正しい年度を選択します）
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2018年度製造・輸⼊実績分の
届出書データを作成する場合は、
「2019」と選択します。



２． 届出書データ登録の流れ（２／４）
[新規]ボタンをクリックします。
⼜はメニュー[編集(E)]の[新規データ追加]をクリックしてください。
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２． 届出データ登録の流れ（３／４）
登録する物質を選択します。

①

②

③

④

13

①物質辞書の検索条件を⼊⼒します。

②[検索]ボタンをクリックします。

③検索条件に合致する物質が表⽰され
ますので、登録する物質の選択列に
チェックをつけます。

④[選択]ボタンをクリックします。



２． 届出データ登録の流れ（４／４）

各項⽬の⼊⼒及び製造数量等を⼊⼒します。

物質ごとの⼊⼒例については、下記の章を参照してください。

●一般化学物質（通常）の場合 ⇒ ３．１ へ

●一般化学物質（新規化学物質として取り扱わない塩等）の場合 ⇒ ３．２ へ

●一般化学物質（複合酸化物、固溶体）の場合 ⇒ ３．３ へ

●優先評価化学物質の場合 ⇒ ３．４ へ
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３．届出書データ詳細⼊⼒例15

３．１ ⼀般化学物質（通常）の場合
３．２ ⼀般化学物質（新規化学物質として取り扱わない塩等）の場合
３．３ ⼀般化学物質（複合酸化物、固溶体）の場合
３．４ 優先評価化学物質の場合



３．１ ⼀般化学物質（通常）
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３．１ ⼀般化学物質（通常）（１／１４）

右記の⼀般化学物質（通常）の⼊⼒例について説明
します。
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３．１ ⼀般化学物質（通常）（２／１４）
18

官報整理番号に「2-483」と⼊⼒し、
[検索ボタン]を押します。



３．１ ⼀般化学物質（通常）（３／１４）
19

CAS番号が「123-63-7」となっている1⾏⽬のチェック
ボックスにチェックを⼊れ、[選択ボタン]を押します。



３．１ ⼀般化学物質（通常）（４／１４）
20

製造数量等の⼊⼒画⾯が表⽰されます。



３．１ ⼀般化学物質（通常）（５／１４）
21

①今回は出⼒する数量を有効桁数1桁に
丸めずに出⼒するため、チェックボッ
クスにチェックを⼊れます。
（例︓チェックを⼊れて「75t」と⼊⼒
すると「75t」と出⼒されます。チェッ
クを外すと「80t」と出⼒されます。）

②物質名称を⼊⼒します。

① ②



３．１ ⼀般化学物質（通常）（６／１４）
22

製造数量を⼊⼒します。



３．１ ⼀般化学物質（通常）（７／１４）
23

輸⼊数量を⼊⼒します。



３．１ ⼀般化学物質（通常）（８／１４）
24

製造・輸⼊合計数量を⼊⼒します。
（[製造数量]と[輸⼊数量]の合計値
が⾃動計算により⼊⼒される訳では
ありませんのでご注意ください。）



３．１ ⼀般化学物質（通常）（９／１４）
25

⽤途コードを選択します。



３．１ ⼀般化学物質（通常）（１０／１４）
26

⽤途コード（101:中間物）をクリック
し、[選択]ボタンを押します。



３．１ ⼀般化学物質（通常）（１１／１４）
27

出荷数量を⼊⼒します。



３．１ ⼀般化学物質（通常）（１２／１４）
28

出荷数量合計を⼊⼒します。
※[出荷数量]の内訳の合計値が⾃動計算により表⽰される訳ではあ
りませんのでご注意ください。
※内訳の記載が不要な1t未満の出荷別の数量も全て合計した総合計
の数量を[出荷数量合計]に記載してください。



３．１ ⼀般化学物質（通常）（１３／１４）
29

①

②

③

①[登録]ボタンをクリックします。

②「登録が完了しました。」と表⽰さ
れたら[OK]ボタンをクリックします。

③[閉じる]ボタンをクリックします。



３．１ ⼀般化学物質（通常）（１４／１４）
30

これで⼊⼒が完了しました。



３．２ ⼀般化学物質（新規化学物質として取り扱わない塩等）

31



３．２ ⼀般化学物質（新規化学物質として取り扱わない塩等）（１／６）

右記の⼀般化学物質（新規化学物質として取り
扱わない塩等※）の⼊⼒例について説明します。

32

※⼊⼒例の「安息⾹酸ピリジニウム」
のように、新規化学物質として取り扱
わない有機化合物の付加塩（⾦属塩は
除く）、オニウム塩、分⼦間化合物、
包接化合物、⽔和物、複塩、無機⾼分
⼦化合物、混合⾦属塩、ブロック重合
物、グラフト重合物については、１件
の届出物質として複数の官報整理番号
を選択して⼊⼒します。



33

CAS番号に「3427-97-2」と⼊⼒し、
[検索]ボタンを押します。

３．２ ⼀般化学物質（新規化学物質として取り扱わない塩等）（２／６）



34

いずれかのチェックボックスをクリック
すると、⾃動的に2箇所同時にチェック
が⼊ります。それを確認できたら[選択]
ボタンを押します。

３．２ ⼀般化学物質（新規化学物質として取り扱わない塩等）（３／６）

いずれかのチェックボックスをクリック
すると、⾃動的に2箇所同時にチェック
が⼊ります。それを確認できたら[選択]
ボタンを押します。



35
製造数量等の⼊⼒画⾯が表⽰されます。

【拡⼤】

３．２ ⼀般化学物質（新規化学物質として取り扱わない塩等）（４／６）



36 今回は出⼒する数量を有効桁数1桁に丸
めて出⼒するため、チェックボックスに
チェックは⼊れません。

①物質名称を⼊⼒します。

②[製造数量]、[輸⼊数量]、[製造・輸⼊合計
数量]、[出荷数量合計]を⼊⼒します。

③⽤途コードを選択し、[出荷数量]を⼊⼒し
ます。

④[登録]ボタンをクリックします。

⑤「登録が完了しました。」と表⽰された
ら[OK]ボタンをクリックします。

⑥[閉じる]ボタンをクリックします。

①

②

③

④

⑤

⑥

３．２ ⼀般化学物質（新規化学物質として取り扱わない塩等）（５／６）



37

これで⼊⼒が完了しました。

３．２ ⼀般化学物質（新規化学物質として取り扱わない塩等）（６／６）



３．３ ⼀般化学物質（複合酸化物、固溶体）
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３．３ ⼀般化学物質（複合酸化物、固溶体）（１／８）
下記の⼀般化学物質（複合酸化物、固溶体※）の⼊⼒例について説明します。39

※⼊⼒例の「五酸化⼆鉄マンガン亜
鉛」のような複合酸化物⼜は固溶体に
ついては「酸化マンガン」と「酸化亜
鉛」と「酸化鉄」の混合物として取り
扱うため、それぞれについて届出書を
作成します。
ただし、「酸化鉄」については届出不
要物質であるため、作成する必要はあ
りません。



40

CAS番号に「12357-52-7」と⼊⼒し、
[検索]ボタンを押します。

３．３ ⼀般化学物質（複合酸化物、固溶体）（２／８）



41

いずれかのチェックボックスをクリックすると、⾃動的に2箇所同
時にチェックが⼊ります。それを確認できたら[選択]ボタンを押し
ます。
なお、「酸化鉄」は届出不要物質であるため、チェックボックスを
クリックしてもチェックは⼊りません。

３．３ ⼀般化学物質（複合酸化物、固溶体）（３／８）



42
先ずは「酸化マンガン」の製造数量等の
⼊⼒画⾯が表⽰されます。

【ページ︓1/2】は酸化マンガン、
【ページ︓2/2】は酸化亜鉛 の製造数量等の⼊⼒画⾯になります。

３．３ ⼀般化学物質（複合酸化物、固溶体）（４／８）



43

①物質名称を⼊⼒します。

②[製造数量]、[輸⼊数量]、[製造・輸⼊合計
数量]、[出荷数量合計]を⼊⼒します。

③⽤途コードを選択し、[出荷数量]を⼊⼒し
ます。

④酸化亜鉛の製造数量等を⼊⼒するため、
[次⾴]ボタンをクリックします。

今回は出⼒する数量を有効桁数1桁に丸
めずに出⼒するため、チェックボック
スにチェックを⼊れます。

①

②

③

④

３．３ ⼀般化学物質（複合酸化物、固溶体）（５／８）



44
次に「酸化亜鉛」の製造数量等の⼊⼒画
⾯が表⽰されます。

３．３ ⼀般化学物質（複合酸化物、固溶体）（６／８）



45
①物質名称を⼊⼒します。

②[製造数量]、[輸⼊数量]、[製造・輸⼊合計
数量]、[出荷数量合計]を⼊⼒します。

③⽤途コードを選択し、[出荷数量]を⼊⼒し
ます。

④[⼀括登録]ボタンをクリックします。

⑤「登録が完了しました。」と表⽰された
ら[OK]ボタンをクリックします。

⑥[閉じる]ボタンをクリックします。

今回は出⼒する数量を有効桁数1桁に丸
めずに出⼒するため、チェックボック
スにチェックを⼊れます。

①

②

③

④

⑤

⑥

３．３ ⼀般化学物質（複合酸化物、固溶体）（７／８）



46

これで⼊⼒が完了しました。

３．３ ⼀般化学物質（複合酸化物、固溶体）（８／８）



３．４ 優先評価化学物質
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３．４ 優先評価化学物質（１／６）
優先評価化学物質の⼊⼒例として、p-キシレンの⼊⼒⽅法について説明します。48

官報整理番号に「3-3」と⼊⼒し、[検索]ボタンを押
します。
（キシレンの物質管理番号である「125」を物質管
理番号欄に⼊⼒しても同様に検索できます。）



３．４ 優先評価化学物質（２／６）
49

今回はp-キシレンについて届出を⾏うので、p-キシレンのCAS番号で
ある「106-42-3」のチェックボックスをクリックし、[選択]ボタンを
押します。



３．４ 優先評価化学物質（３／６）
50

製造数量等の⼊⼒画⾯が表⽰されます。



３．４ 優先評価化学物質（４／６）
51 ①物質名称を⼊⼒します。

②製造の場合、該当する都道府県コードを選択し、
[事業所名]、[市区町村番地等（住所）]を⼊⼒します。

③[製造数量]、[輸⼊数量]、[製造・輸⼊合計数量]を
⼊⼒します。

④製造の場合、該当する都道府県コードを選択し、
当該[製造数量]を⼊⼒します。

⑤輸⼊の場合、該当する国・地域コードを選択し、
当該[輸⼊数量]を⼊⼒します。

⑥[出荷数量合計]を⼊⼒します。

⑦出荷先の都道府県コード及び詳細⽤途コードをそ
れぞれ選択し、当該[出荷数量]を⼊⼒します。

⑧[登録]ボタンをクリックします。

⑨「登録が完了しました。」と表⽰されたら[OK]ボ
タンをクリックします。

⑩[閉じる]ボタンをクリックします。

①

② ③

④ ⑤

⑥
⑦

⑧ ⑨
⑩



３．４ 優先評価化学物質（５／６）

【都道府県コード】

52

【国・地域コード】 【詳細⽤途コード】

各コードは、⼊⼒したいコードをクリックし、「選択」ボタンを押すことにより⼊⼒できます。



３．４ 優先評価化学物質（６／６）
53

これで⼊⼒が完了しました。



54 ４．届出書の提出
４．１ 電⼦申請による届出書の提出
４．２ 光ディスク（CD）による届出書の提出
４．３ 書⾯による届出書の提出



４．１ 電⼦申請による届出書の提出

55



４．１ 電⼦申請による届出書の提出（１／７）
電⼦申請による届出書の提出⽅法を説明します。56

①届出を⾏いたい物質のチェッ
クボックスをクリックします。
（全物質の届出を⾏いたい場合
は、[全選択]のチェックボック
スをクリックすると、全ての物
質のチェックボックスにチェッ
クが⼊ります。）

②[電⼦]ボタンをクリックしま
す。

①

②



４．１ 電⼦申請による届出書の提出（２／７）
57 出⼒画⾯が表⽰されます。

提出年⽉⽇を確認し、

①届出内容に関して、提出先（経済産業
省）が簡易な修正を⾏うことを認めてい
ただける場合はチェックボックスをク
リックします。

②[出⼒]ボタンをクリックします。

①
②



４．１ 電⼦申請による届出書の提出（３／７）
58

①任意の保存場所を選択し、表⽰された
[ファイル名(N)]を変更せず、そのまま[保存
(S)]ボタンをクリックします。
（※ファイル名は修正しないでください。）

②「ファイル出⼒が完了しました。」と表⽰
されたら[OK]ボタンをクリックします。

①

②



４．１ 電⼦申請による届出書の提出（４／７）
59

提出⽇欄に⽇付が記載されていれ
ば、XMLファイル形式の届出書
データの出⼒・保存が完了してい
ます。

提出⽇欄に⽇付が記載されていれ
ば、XMLファイル形式の届出書
データの出⼒・保存が完了してい
ます。

※出⼒されたファイル（XML形式）



４．１ 電⼦申請による届出書の提出（５／７）
60

保存したXMLファイルは、これまでの作業だけでは提
出が完了していません。
必ず「e-Gov（電⼦政府の総合窓⼝）」の「e-Gov電
⼦申請」よりログインを⾏い、保存されたXMLファイ
ルを添付してから送信してください。

【e-Gov（電⼦政府の総合窓⼝）のＵＲＬ】
http://www.e-gov.go.jp/



４．１ 電⼦申請による届出書の提出（６／７）
61

「e-Gov電⼦申請」へログインするためには、事前に
取得した
「ID（数字7桁の届出者等コード）」
「パスワード（数字7桁の届出者等確認コード）」
が必要になります。

既に取得されている⽅は、現在使⽤されているID、パ
スワードがそのまま利⽤できます。

まだ取得されていない場合は「電⼦情報処理組織使⽤
届（様式第18）」に必要事項（⾚字部分）を記載の上、
経済産業省に提出していただければIDが取得できます。
（数字7桁のパスワードは届出者側で予め任意のものを
決めた上で「届出者等確認コード」欄に記載してくだ
さい。）

具体的な取得⼿続⽅法等につきましては、経済産業省
HPに掲載されていますのでそちらをご確認ください。



４．１ 電⼦申請による届出書の提出（７／７）
62 提出⼿続きが完了した後、

①届出を⾏った物質のチェックボックスを選択します。

②その後、[ステータス変更]をクリックします。

③ステータス変更に関する確認画⾯が表⽰されます。ステータス
を「不備無し」から「届出済」に変更するため、 [はい（Y）]を
クリックします。

④ステータスが「届出済」に変更されていることが確認できれば、
これで作業が完了です。

②

①

③

④



４．２ 光ディスク（CD）による届出書の提出

63



４．２ 光ディスク（CD）による届出書の提出（１／６）
64 光ディスク（CD）による届出書の提出⽅法を説明します。

①

②

①届出を⾏いたい物質のチェッ
クボックスをクリックします。
（全物質の届出を⾏いたい場合
は、[全選択]のチェックボック
スをクリックすると、全ての物
質のチェックボックスにチェッ
クが⼊ります。）

②[CD⽤]ボタンをクリックし
ます。



65

出⼒画⾯が表⽰されますので提出年⽉⽇
を確認し、[印刷]ボタンをクリックしま
す。

４．２ 光ディスク（CD）による届出書の提出（２／６）

「様式第21 光ディスク提出票」が出⼒されますので[Print]ボタン
をクリックして印刷し、押印してください。
（光ディスクを経済産業省に送付する際に同封するものです。）



66

①任意の保存場所を選択し、表⽰された
[ファイル名(N)]を変更せず、そのまま[保存
(S)]ボタンをクリックします。
（※ファイル名は修正しないでください。）

②「ファイル出⼒が完了しました。」と表⽰
されたら[OK]ボタンをクリックします。

①

②

４．２ 光ディスク（CD）による届出書の提出（３／６）



67

４．２ 光ディスク（CD）による届出書の提出（４／６）

提出⽇欄に⽇付が記載されていれ
ば、XMLファイル形式の届出書
データの出⼒・保存が完了してい
ます。

提出⽇欄に⽇付が記載されていれ
ば、XMLファイル形式の届出書
データの出⼒・保存が完了してい
ます。

※出⼒されたファイル（XML形式）



68
保存したXMLファイルを光ディスクに書き込
み、印刷・押印した光ディスク提出票とセッ
トで封筒に同封し、経済産業省まで郵送して
ください。

具体的な提出⽅法等につきましては、経済産
業省HPに掲載されていますのでそちらをご
確認ください。

４．２ 光ディスク（CD）による届出書の提出（５／６）



69 提出⼿続きが完了した後、

①届出を⾏った物質のチェックボックスを選択します。

②その後、[ステータス変更]をクリックします。

③ステータス変更に関する確認画⾯が表⽰されます。ステータス
を「不備無し」から「届出済」に変更するため、 [はい（Y）]を
クリックします。

④ステータスが「届出済」に変更されていることが確認できれば、
これで作業が完了です。

②

①

③

④

４．２ 光ディスク（CD）による届出書の提出（６／６）



４．３ 書⾯による届出書の提出

70



４．３ 書⾯による届出書の提出（１／５）
71 書⾯による届出書の提出⽅法を説明します。

①

②

①届出を⾏いたい物質のチェッ
クボックスをクリックします。
（全物質の届出を⾏いたい場合
は、[全選択]のチェックボック
スをクリックすると、全ての物
質のチェックボックスにチェッ
クが⼊ります。）

②[書⾯印刷]ボタンをクリック
します。



４．３ 書⾯による届出書の提出（２／５）
72

出⼒画⾯が表⽰されますので提出年⽉⽇
を確認し、[印刷]ボタンをクリックしま
す。

「届出書」が出⼒されますので[Print]ボタンをク
リックして印刷し、押印してください。



４．３ 書⾯による届出書の提出（３／５）
73

「帳票出⼒が完了しました。」と表⽰された
ら[OK]ボタンをクリックします。 提出⽇欄に⽇付が記載されていれば、

届出書の印刷が完了しています。



４．３ 書⾯による届出書の提出（４／５）
74

印刷・押印した届出書を封筒に⼊れ、経済産
業省まで郵送してください。

具体的な提出⽅法等につきましては、経済産
業省HPに掲載されていますのでそちらをご
確認ください。



75 提出⼿続きが完了した後、

①届出を⾏った物質のチェックボックスを選択します。

②その後、[ステータス変更]をクリックします。

③ステータス変更に関する確認画⾯が表⽰されます。ステータス
を「不備無し」から「届出済」に変更するため、 [はい（Y）]を
クリックします。

④ステータスが「届出済」に変更されていることが確認できれば、
これで作業が完了です。

②

①

③

④

４．３ 書⾯による届出書の提出（５／５）



76 ５．その他
５．１ 個別辞書の登録⽅法
５．２ 個別辞書登録例（塩・ブロック重合物等）
５．３ 構造・組成について参考となる事項を記載し

た書類添付の⽅法



５．１ 個別辞書の登録⽅法

77



５．１ 個別辞書の登録⽅法（１／２）
NITEが予め⽤意したマスタ辞書に登録されていない化学物質※について届出を⾏う場合、届出
者が個別に登録設定を⾏う個別辞書の利⽤⽅法について説明します。

②

①

78

【※個別辞書への主な登録例】
・マスタ辞書にないCAS番号の物質
・官報整理番号がないが新規化学物質として取り扱わない
「塩・ブロック重合物等」、「複合酸化物・固溶体」←今回新たに追加

・未公⽰新規化学物質、薬局⽅収載物質 など

①メニュー[ツール(T)]の[個別辞書登録]をクリックしてください。

②「個別辞書登録」画⾯が表⽰されたら[登録画⾯へ]をクリックし
ます。



５．１ 個別辞書の登録⽅法（２／２）
「新規物質登録」画⾯が表⽰されたら必要な
情報を⼊⼒し、[登録]をクリックすることに
より新規に登録を⾏うことができます。
（従前の届出⽀援システム（Ver.02）と同等
の機能が引き続き利⽤できます。）

79

具体的な登録⽅法については、今回新たに追加された
「塩・ブロック重合物等（官報整理番号のない塩等）」
を例に次⾴より説明します。

※「塩・ブロック重合物等」以外の登録⽅法は、別途HPに掲
載予定の詳細操作マニュアル（届出書作成⽀援ソフトマニュア
ル）を参照してください。

※個別辞書の利⽤にあたっては、⼊⼒しようとする物質データ
がマスタ辞書に登録されていないことを確認の上、新たに登録
⼿続きを⾏ってください（マスタ辞書に登録されている物質に
ついては、個別辞書に登録しないでください）。



５．２ 個別辞書登録例（塩・ブロック重合物等）

80



５．２ 個別辞書登録例（塩・ブロック重合物等）（１／８）
安息⾹酸ピリジニウム（安息⾹酸とピリジンの塩）を例に個別辞書の登録⽅法を説明します。

[塩、ブロック重合物等]のボタンをク
リックします。

81



５．２ 個別辞書登録例（塩・ブロック重合物等）（２／８）

①[物質コード]欄に任意の数字を
⼊⼒します。（今回は「1」と⼊⼒
します。）
②[官報整理番号]欄に「3-1397」
と⼊⼒します。
③[CAS番号]欄に「1234-56-6」と
⼊⼒します。
④ [登録]ボタンをクリックします。

①
②
③

④

[官報公⽰名称]は、マスター辞書に登録されて
いる官報整理番号を[官報整理番号]欄に⼊⼒す
ると、⾃動的に表⽰されます。※

[物質連番]が「1」になっていることを確認します。

82

※1つの官報整理番号に対して複数の官報公⽰名称が存在する
化学物質（優先評価化学物質の名称、旧第⼆種・旧第三種監視
化学物質の名称等）の場合、その名称が正しく表⽰されない
場合があります。

その場合は、[官報公⽰名称]欄に表⽰された物質名称を⼿⼊⼒
で修正し、本来登録すべき正しい名称で登録してください。
（詳しくは「詳細操作マニュアル（届出書作成⽀援ソフトマ
ニュアル）」を参照してください。）



５．２ 個別辞書登録例（塩・ブロック重合物等）（３／８）

[物質連番]が「2」に切り替わっていることを
確認します。

[物質コード]が⼊⼒した「1」のままになってい
ること、[CAS番号]が⼊⼒した「1234-56-6」の
ままになっていることを確認します。

83



５．２ 個別辞書登録例（塩・ブロック重合物等）（４／８）

①[官報整理番号]欄に「5-710」と
⼊⼒します。
② [登録]ボタンをクリックします。

②

①

[官報公⽰名称]は、マスター辞書に登録されて
いる官報整理番号を[官報整理番号]欄に⼊⼒す
ると、⾃動的に表⽰されます。※

84

※1つの官報整理番号に対して複数の官報公⽰名称が存在する
化学物質（優先評価化学物質の名称、旧第⼆種・旧第三種監視
化学物質の名称等）の場合、その名称が正しく表⽰されない
場合があります。

その場合は、[官報公⽰名称]欄に表⽰された物質名称を⼿⼊⼒
で修正し、本来登録すべき正しい名称で登録してください。
（詳しくは「詳細操作マニュアル（届出書作成⽀援ソフトマ
ニュアル）」を参照してください。）



５．２ 個別辞書登録例（塩・ブロック重合物等）（５／８）

②3番⽬の物質連番に⼊⼒する事項
は何も無いので、そのまま[閉じる]
ボタンをクリックします。

①[物質連番]が「3」に切り替わってい
ることを確認します。

85

[登録]ボタンはクリックしないでください。

①

②



５．２ 個別辞書登録例（塩・ブロック重合物等）（６／８）

これで個別辞書登録が完了しま
した。
（登録完了後、[閉じる]ボタンを
クリックすることにより、メイ
ンの初期画⾯に戻ります。）

86

これで個別辞書登録が完了しま
した。
（登録完了後、[閉じる]ボタンを
クリックすることにより、メイ
ンの初期画⾯に戻ります。）



５．２ 個別辞書登録例（塩・ブロック重合物等）（７／８）

「新規データの物質選択」画⾯に
おいて、[個別]にチェックを⼊れ、
[検索]ボタンをクリックします。

87



５．２ 個別辞書登録例（塩・ブロック重合物等）（８／８）

すると先ほど個別辞書で登録した物質が表⽰さ
れます。その後、チェックボックスをクリック
し、 [選択]ボタンを押すことにより届出データ
の作成を開始することができます。

88



５．３ 構造・組成について参考となる
事項を記載した書類添付の⽅法

89



５．３ 構造・組成について参考となる
事項を記載した書類添付の⽅法（１／６）

構造・組成について参考となる事項を記載した書類を添付する⽅法を、官報公⽰整理番号︓７－９７
の物質を例に説明します。

90

2019年度届出（2018年度実績分）に係る添付対象物質
（⼀般化学物質︓7件、優先評価化学物質︓3件）

構造・組成の記載様式（官報公⽰整理番号︓７－９７の例）

1つの官報公⽰整理番号に対して複数の物質について届出を⾏う場合、
当該様式は「No.1」に記載する物質に関する届出書にのみに添付し
てください。
（上記例の場合、「No.2」に対しては添付不要です。）



５．３ 構造・組成について参考となる
事項を記載した書類添付の⽅法（２／６）91

①官報公⽰整理番号に「7-97」と⼊⼒
し、[検索]ボタンを押します。

②1⾏⽬のチェックボックスにチェックを⼊
れ、[選択ボタン]を押します。

③物質名称、製造数量等、⽤途別出荷数量を⼊⼒します。

④[添付ファイル]ボタンをクリックします。



５．３ 構造・組成について参考となる
事項を記載した書類添付の⽅法（３／６）92

①「ファイル添付」画⾯が表
⽰されたら[追加]ボタンをク
リックします。

②予め作成した構造・組成に
関するファイルを選択し、 [開
く(o)]ボタンをクリックしま
す。
※ファイル名に官報整理番号
（⼜は通し番号）・事業者名
が追記されていることを確認
のうえ選択してください）。

③指定したファイルが添付さ
れていることを確認できたら
[閉じる]ボタンをクリックし
ます。

④[登録]ボタンをクリックし
ます。

①

②

③

④



５．３ 構造・組成について参考となる
事項を記載した書類添付の⽅法（４／６）93

これで⼊⼒・ファイルの添付が完
了しました。



５．３ 構造・組成について参考となる
事項を記載した書類添付の⽅法（５／６）94

[CD⽤]ボタン若しくは[電⼦]ボタンをクリックしてデータ出⼒した場合、
・XMLファイル形式の届出書データ（.xml）
・圧縮ファイルに保存された構造・組成に関する添付ファイル（.zip）
の2つが出⼒されます。

電⼦申請⼜は光ディスク（CD）による届出の際は、必ず両⽅のファイル
を添付（⼜はCDに書き込み）の上提出してください（その際、ファイル
名は修正しないでください）。

ファイル出⼒



５．３ 構造・組成について参考となる
事項を記載した書類添付の⽅法（６／６）95

印刷

（※別に印刷の上、届出書に添付）

ただし、[書⾯印刷]ボタンをクリックしてデータ出⼒した場合、
紙媒体の届出書は印刷されますが、
構造・組成に関するデータは印刷されません。

書⾯による届出の場合は、別に印刷した構造・組成に関するデータ
も添付の上、郵送により提出してください。
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 2019年度届出（2018年度実績分）から、新しい届出書作成⽀援ソフト（Ver.03）を利⽤して届出データを作成す
ることができます。

 上記⽀援ソフト及び詳細操作マニュアル（届出書作成⽀援ソフトマニュアル）は、下記経済産業省ＨＰよりダウン
ロードすることにより⼊⼿できます。（2019年2⽉下旬頃 公開予定）
【常設ページ】http://www.meti.go.jp/policy/chemical management/kasinhou/general-chemical.html

【特設ページ】http://www.meti.go.jp/policy/chemical management/kasinhou/todoke/existing19info.html

 届出期間は従前どおりです。
 書⾯による届出︓ ４⽉1⽇ 〜 ６⽉30⽇
 電⼦申請・CDによる届出︓４⽉1⽇ 〜 ７⽉31⽇

 改正化審法、制度運⽤の⾒直しについては経済産業省HPにて逐次情報を提供いたしますので、ご確認ください。
【化審法トップページ】http://www.meti.go.jp/policy/chemical management/kasinhou/index.html

 お問い合わせ先

経済産業省製造産業局化学物質管理課化学物質安全室

E-mail: kashinhou-junbi “アット”meti.go.jp（“アット”を@に変換してください。）

TEL:０３－３５０１－０６０５

＜今後の予定、お問い合わせ先等＞


